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Ⅱ　他機関との協力

Ⅲ　調査研究プロジェクトと研究成果
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10. Hendalin Hendamihardjo，“ Suatu Bibliografie 
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に「'Illjる一つのビブリケヤヲブト、いtencil,1958). 
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p'.;jl九涜〈総論）) (stencil i川市
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法過程） (stencil 1958). 

B. Radhi Azischan，“Beberapa tjatatan tentang 

Usaha Pembangunan Masjarakat Desa sekitar Dia・ 

karta" （ジャカルタ近椛lir:rn再発 Jiiぐに関する若干の
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s，凡ial Background an, 1 （川仁川 ['c,tlt・rns”（＇.＼I A 

thesis, Cornell University, 1962). 

15. M. Kuntjoro Jakti仕 H.，“ Migrasioran只2Ban-

ten’司ゃにテン人の開拓干名氏） (rnimeo., 196片）

lfi. Sjakur S. H. da口 AnwarMahmud句“ Sil、apDji-
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,¥Tl可（権力に対するイ＞ I ( / ,. : I’T・ 学竺の心理的
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おわりに，以上の概要からもうかがえようが，劣恵な

研究環境の内容について簡単に触れておく。それは社会
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研究川；；［Iとけに！漫られることではなく、？？十二の程度の差こ

モふれ〆｛：ドネシアにおけるあらゆる{i)i'花機関hこついて

も 釈がjな状況なのである。つtI），大学を合めてイン

ド－i~ ~.ブいおける諸研究機衡とそ..：/-'.: i!l<力く引先行全員が

斑面している種々さまざまな困難の多くは，圧倒的に桟

度の資金難に起因しており，その他には研究の自由を規

制する政治的，社会的要因があげられよう。

各種研究機関の薄弱な財政基盤については，たとえば

ri 2,iii！先日•！rーではわずかな図書カー！ご購入費や郵便物受取

りの Fごめの11111,1交通費捻出等lこfパぜ、て ι支障を~たして

らと L、う→［＇.＂ソードからも容切に推計 ZLて1、、とだけよ

う。石，！τ＇c.Piに土勺ては厳しくか／－， .t・-,t－主ナ深刻化する生

以条件、（／）;[l'化 l:It、うかたちで迫 l）、まず生日iを支えるた

めに複数の副業探しに明け暮れねばならない者も少なく

ないh かような実情は激しい競争の米比較的低家賃の寮

に入艇できた恵まれた研究者の，家具らしい家具とて見

あた九ぬガヲンとした部屋に一歩踏み込んだだけでも察

しられよりかというもの。

f)l'r.~J) r1 ~j を ~Ji害する要因と L ・cit. ス力 J［／ ノ治下の

jilf<¥ 制 1.1L｝主・植民地主義・ :N11f民地主義j文化排斥

と，J,¥j万GI光粍視の風潮が傷痕を災L，斗・：lO事fljによる国

内政治状；＇1/,v）大変動がもたらした，｛小う、につけ好ましか

らさる者を排除する口実として利用されるまでになった

きらいの‘ぽインドネシア共産党の旗印等があげられよ

う。それらの要因は各地民族固有の文化と複雑に交錯し，

具体的には調査旅行で調査（resalah,peril《sa,selidik, 

studi）という類いの7言葉は使わず，視察（tindjau）という

μ 夜バよけいな摩擦は避けて通んラとする態i([i:生んだ

り、；＂J外れには必要以上と忍われ／λ王どii本人であるこ

. /; 1Jrt1＇吋仕え.：：，をえないのであ rる し方、点、同!IUが政治

に沿介、i,7パ ιのならE困難は摺L, )Jiil1.c悼の安定化にと

'L !.,: て；・； 1今わ変化がみられるにうになっfことはいえ喝

しかるべき怖をとおした場合でさえ十分に警戒心を解き

flざす問答を引出しにくい。

このような情勢を背景に，研究所の活動にも実に約10

年間にも及ぶブランケが生じたのである。それらの諸閑

1ifftiU.:tH¥分利点iこまで持ち越されて：土L、るがヲ 上うやく

れr!11fi l_c! 'Iii/.、1',J'i'l(J努力によってわヂか1三つではふるが．

ヤこ／三U!ii：ヰUJ；発表されるよう lプ心＇／＂，，

;<,: iミ；二、’バiii独立による新所七岳山え：：ti ;;Iii究所の

い九1'1'/1ll注匂JJを期待し発展を新

（調rt研究部 j{~ ／川上雄〕
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